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おかげさまでおかげさまでおかげさまでおかげさまで「「「「HAKOBIYAHAKOBIYAHAKOBIYAHAKOBIYA 通信通信通信通信」」」」がががが創刊創刊創刊創刊からからからから１１１１周年周年周年周年をををを迎迎迎迎えることができましたえることができましたえることができましたえることができました。。。。    

ありがとうございますありがとうございますありがとうございますありがとうございます。。。。    

最近、美栗陸送では輸出中古車車両の物量がかなり増大しています。 

以前にもお伝えしましたが、私はテレビや新聞を見ないので、今の為替の状況や経済状況が分かりませんが 

とにかく輸出車両の動きがとても活発です。 

先日、知人の紹介で「自動車販売店は中古車輸出で生き残れ！」の著者、 

土岡憲次郎さんと知り合いになることができました。 

 中古車輸出とか私はあまり知らない分野ですが、今後も土岡さんからは 

色々と教えていただけそうなので、みなさんにお役に立つような話があれ 

ばご紹介したいと思います。 

 中古車輸出にご興味をもって見える方が多いようでしたら、土岡さんから 

勉強会を開催してもいいといっていただいていますので、ご興味のある方は 

栗本までご連絡ください。 

４月２日に新車のトレーラーヘッドが納車されました。 

トレーラーは特殊車両に該当し、国土交通省の通行許可を必要とします。以前

使用していたトレーラーがこの通行許可を取ることができない車両であるこ

とがわかりましたので、このたび通行許可の取れる車両に入れ替えをしまし

た。 

 我々の業界（特に中小企業の場合）は通行許可を取らなかったり、本来使用

してはいけない車両をインチキで使用している会社があるのも事実です。 

 問題が起こってからでは遅いですし、中小企業だからこそコンプライアンス

を重視していこうと思います。 

 

有限会社美栗陸送有限会社美栗陸送有限会社美栗陸送有限会社美栗陸送    代表取締役代表取締役代表取締役代表取締役    栗栗栗栗本本本本佳孝佳孝佳孝佳孝    

 ２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年    美栗陸送美栗陸送美栗陸送美栗陸送ゴールデンウィークゴールデンウィークゴールデンウィークゴールデンウィーク休暇休暇休暇休暇のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ    

4/28(土) 4/29(日) 4/30(月) 5/1(火） 5/2(水) 5/3(木) 5/4(金) 5/5(土) 5/6(日) 5/7(月) 

○ × × ○ ○ × × × × ○ 

 ×印会社休暇日です。○印通常営業します。 

電話は転送にてつながりますが 5/3 から 5/6 は長距離の見積ができません。 

※４月の第４週は一部のオークション会場からの搬入が連休明けになりますのでご了承ください。 

自転車は手軽で便利な乗り物であり、さまざまな年齢層に通勤や買い物、レジャーなど 

幅広く利用されています。しかし、急な飛び出しや進路変更など自転車の危険な行動を 

見かけることも少なくありません。 

そこで今回は、自転車との事故を防止するためのポイントを考えてみることにしましょう。 

自転車自転車自転車自転車とのとのとのとの出会出会出会出会いいいい頭衝突頭衝突頭衝突頭衝突    

 自転車が当事者の事故の約半数は出会い頭衝突です。 

 自転車利用者の中には交通ルールを理解せず、安全確認をせず飛び出したりして注意が必要です。 

右左折時右左折時右左折時右左折時にににに横断自転車横断自転車横断自転車横断自転車とととと衝突衝突衝突衝突    

 右左折時に接近してくる自転車を見落としてしまったり、 発見が遅れて接触してしまう事になります。さらには自転

車側がまだ大丈夫だろうと無理してくることもあります。 

進路変更時進路変更時進路変更時進路変更時にににに接触接触接触接触    

 自転車は身軽さゆえに障害物に対してすばやい行動で車線変更をしますが、周りを見ずに公道に飛び出してきたり

して大変危険です、 

追追追追いいいい越越越越しししし時時時時のののの注意注意注意注意    

 いつどんな動きをするかナカナカ見当がつきませんし、ちょっとした事ですぐにふらつきます。 

できるだけ距離を開けておきましょう 

 

自転車が増えてくる季節です 

皆様も自転車での事故、自転車との事故には十分注意してください。 

 

（犬塚芳彰） 


